
 

『Ｈ３０事務年度法人税申告事績 総額で９年連続増、過去最高』 
 

 国税庁は先般、平成３０事務年度の法人税等の申告事績を公表した。申告件数は２９２万９千件（前

年度比１．２％増）、申告所得金額の総額は７３兆３，８６５億円（同３．７％増）で９年連続の増加、過去

最高を更新した。申告税額の総額は、１２兆７，９２２億円（同２．６％増）となった。 

 黒字申告件数は１０１万７千件（同２．８％増）、黒字申告割合は３４．７％（同０．５ポイント増）で、いずれ

も８年連続の上昇。黒字申告１件当たり所得金額は、７，２１６万円（同０．９％増）であった。申告欠損金

額の総額は１３兆５４１億円（同４．８％減）、赤字申告１件当たり欠損金額は６８３万円（同５．１％減）。地

方法人税の税額は、６，７８７億円（同３．８％増）。 

 源泉所得税等の税額は１９兆１，４３７億円（同５．５％増）となり、２年連続の増

加を見せた。給与所得の税額は１１兆２，２９８億円（同３．５％増）、配当所得で

は５兆４６０億円（同１８．４％増）であった一方、報酬料金等所得は１兆１，９８３億

円（同２．２％減）、特定口座内保管上場株式等の譲渡所得は３，７３２億円（同３

３．１％減）となった。法人税の申告におけるｅ－Ｔａｘの利用件数は２２６万８千

件（同６．６％増）、利用率は８４．３％（同４．３ポイント増）となった。 

 

 『社会保険の加入逃れ 強制立入り検査実施へ』 

 
 法人の事業所等、社会保険の加入義務がありながらも保険料負担を避けるために加入しない事業

所はいまだに後を絶たない。建設業などでは社会保険に加入しないことによる法定福利費というコスト

の少なさを利用して、加入している他社よりも安めの見積もりを出すなどの行為も多いことから、国土交

通省でも社会保険加入についてはチェックを厳しく行っている。 

 厚生労働省はそのような社会保険の加入逃れを行っている事業所に対して、日本年金機構が強制

的に立入検査を行うことが可能になるよう、権限の強化を行う方針だ。同省によると、現在、社会保険に

加入している事業所は約２３６万社だが、加入逃れをしているとみられる事業所は約３６万社あるとして

いる。約１５％の事業所が加入逃れをしているわけで、看過できる状況ではない。同省は社会保障審議

会の年金部会において、日本年金機構が強制的な立入検査を可能とする権

限強化案を示した。年内に具体案をまとめ、来年の通常国会に関連法案を提

出する方針だ。社会保険の加入逃れについては、そこで働く従業員からの申

告も増えている。本来受けられる給付が受けられない場合は、損害賠償請求

までされかねない。いつまでも逃げ切れるものではないことを理解すべきだろ

う。 

 
      出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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